
【内閣官房・内閣府・農林水産省・林野庁・国⼟交通省】

17 県⺠の⽣命と財産を守る防災・減災対策の推進について

●⻑野県強靱化計画に基づき「防災・減災対策」を推進

取 組

・近年激甚化・頻発化する豪⾬災害や切迫する⼤規模地震等に備えるため、⻑野県強靱化計画を策定し、防災・減災対策を推進
・「防災・減災、国⼟強靱化のための５か年加速化対策」では、防災・減災、国⼟強靱化の取組について加速化・深化を図ることとし、

令和７年度までの５か年で重点的・集中的に対策を講じるとされた

⻑野県の状況

○ 流域治水対策、道路・橋梁等の⽼朽化対策、道路ネットワークの機能強化など「防災・減災国⼟強靱化のための５か年
加速化対策」を積極的に活⽤した防災・減災対策や通学路の交通安全対策等を推進

令和３年８⽉13日からの大雨により⼟⽯流が発⽣
したが、砂防堰堤が整備されており、下流への被害
を未然に防止

○ 広大な県⼟を有し急峻な地形、脆弱な地質を持つ本県は、令和元年度より３年連続で豪⾬による甚⼤な被害が発⽣して
おり、防災対策に⼒を入れている

○ 令和３年７⽉に静岡県熱海市で発⽣した⼟⽯流災害を受け、市町村と連携し、盛⼟の流出により⼟砂災害が発⽣するお
それのある箇所の緊急点検を実施。盛⼟を起因とする災害を防⽌するため、盛⼟条例の制定に向けて取り組んでいる

至 飯田市

至 塩尻市

計画

【凡例】

５か年加速化対策を活⽤して災害リスク箇所のダブルネット
ワークの整備を推進

（国）１５３号 伊那市〜南箕輪村〜箕輪町 伊那バイパス 小⽥井沢４号砂防堰堤 岡谷市 湊

５か年加速化対策を活⽤して遊水地の
整備を推進
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■令和元年東日本台風災害から３年連続で豪⾬による甚⼤な被害が発⽣しており、県
⼟の強靱化は最重要課題

基礎調査及び区域指定について、調査対象、調査方法、区域指定の考え方に都道府県ごとで差異が生じないよう、政省令や要領等による明確な

基準を示すとともに、基礎調査の実施に対し、技術的・財政的支援を講じること。

提案・要望

２ 防災・減災、国⼟強靱化の強⼒かつ計画的な推進（内閣官房・内閣府・農水省・林野庁・国交省）
国土強靱化対策を強力かつ計画的に推進するため、「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」に必要な予算・財源を確保

し、計画的に事業を推進するとともに、５か年加速化対策後も中長期的見通しのもと、計画的かつ安定的に予算・財源を通常予算とは別

枠で確保し、継続的に取り組むこと

地方自治体が引き続き喫緊の課題である防災・減災対策に取り組めるよう「緊急防災・減災事業債」や「緊急自然災害防止対策事業債」

について、恒久化を図るなど確実な財源措置を講じること

広域的な浸水被害に対応するため、国所有の排水ポンプ車・資機材の増強を図るとともに、地方自治体の排水ポンプ車整備に係る支援

を拡充すること。また、TEC-FORCEやMAFF-SATの派遣や国による権限代行等を通じて地方自治体の災害復旧を全面的に支援できるよう、

国と各地方整備局等の人員確保・体制強化を継続的に行うこと

４ 盛⼟等に伴う災害の防止に関する推進（国交省）

■激甚化する災害を踏まえ、国⼟強靱化計画、⻑野県強靱化計画を着実に実施する必
要があるため、着実な財政措置が必要

課 題

１ 社会資本整備に必要な予算の確保（内閣官房・内閣府・農水省・林野庁・国交省）
災害に強い県土づくりやコロナ禍からの復興を推進するため、中長期的見通しのもと、計画的かつ安定的に国や地方自治体が行う社会資

本整備事業に関する必要な予算を当初予算で確保すること

３ 「⼦どもの命を守る」通学路安全対策の推進（国交省）
子ども達の安全・安心を守るため、通学路等の交通安全対策の強化・推進と必要な予算を継続的に確保すること

合同点検により対策が必要とされた箇所

■令和３年８⽉の大雨では、県内各所で浸水被害が発⽣し、県所有のポンプ⾞を各地
で稼働させていたことから、諏訪湖周辺での浸水被害では、国⼟交通省から排水ポ
ンプ⾞の支援を受けた

■令和３年７〜９⽉に実施した通学路の新たな合同点検により、今までの点検に加え
対策が必要とされる箇所が増加

■盛⼟規制法では、区域指定により盛⼟⾏為の規制を⾏うとされているが、規制の緩
い地域への盛⼟を助⻑する可能性がある
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